『往生論註』の菩提心について by 服部, 純雄
『往
生
論
註
」
の
菩
提
心
に
つ
い
て
服
部
純
雄
は
じ
め
に
曇
鸞
は
『往
生
論
註
』
(以
下
『論
註
』
と
記
す
)
巻
下
、
善
巧
摂
化
に
お
い
て
『無
量
寿
経
』
巻
下
、
三
輩
往
生
文
に
基
づ
き
塞
.王
舎
城
所
説
無
量
寿
鼠
三
輩
生
.中
雖
三行
、有
薩
劣
寞
萎
、皆
発
蕪
上
菩
提
之
心
ズ
中
略
)
是
.
故
、甌
.隻
,彼
,
ニ
ハ
ス
ノ
ヲ
　
安
楽
浄
土
一者
、
要
発
二無
上
菩
提
心
一也
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
文
は
浄
土
へ
の
願
生
に
際
し
て
願
生
者
に
発
菩
提
心
を
要
求
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
か
か
る
記
述
を
し
た
曇
鸞
の
意
図
は
何
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
に
対
し
拙
論
で
は
、
『
論
註
』
が
願
生
者
を
い
か
な
る
者
を
中
心
に
捕
え
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
と
し
、
こ
れ
に
基
づ
き
善
巧
摂
化
を
い
か
に
理
解
す
べ
き
か
を
考
え
、
私
見
を
述
べ
て
み
た
い
。
一
善
巧
摂
化
に
依
用
さ
れ
た
『無
量
寿
経
』
巻
下
、
三
輩
往
生
文
と
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
バ
ク
ニ
ノ
レ
テ
ス
ル
ニ
セ
ン
ト
ノ
ニ
ソ
リ
仏
告
二阿
難
司
十
方
世
界
諸
天
人
民
、
其
有
二
至
心
一願
レ
生
二
彼
国
↓
凡
有
二三
輩
司
其
.上
輩
.蔑
捨
家
.裹
欲
.而
侑
ガ
肌
発
喜
提
心
ゴ
向
、戛
.念
蕪
量
寿
焦
修
藷
.功
箕
甌
隻
彼
.甦
此
.等
.
『
往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
四
九
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
五
〇
衆
生
・
(中
略
)
即
堕
彼
.
仏
奮
二生
.其
.
民
(中
略
)
生
歪
曳
智
慧
勇
猛
蠶
自
缶
鋤
(中
略
)
其
.到
衆
生
↓
慾
於
・
今
世
慕
.、無
量
寿
仏
"・
駆
発
蕪
上
菩
提
,之
心
"
修
二
行
.功
筵
願
B
聾
,彼
,虱
仏
郵
阿
難
其
,中
輩
.
義
+
方
世
界
.
諸
天
人
民
・
其
.有
ぎ
心
慮
峯
,彼
,
里
(中
略
)
当
ギ
発
蕪
上
菩
提
.之
駕
荷
。専
ラ念
蕪
量
寿
仏
幻
・
多
少
。修
"善
ぎ
一蒋
.斎
或
起
二立
.塔
鼠
(中
略
)
以
庇
,廻
軋
暁
、筆
、彼
,
風
(中
略
)
即
墜
化
仏
奮
二生
.
其
.
虱
色
不
退
隻
功
徳
智
慧
次
一.袈
上
輩
.覧
也
。
仏
勤
阿
艷
其
.
下
輩
.
蔑
+
方
世
界
,諸
天
人
民
・
其
.真
至
心
蕊
獎
,彼
,民
(中
略
)
鞄
発
蕪
上
菩
提
.之
心
ゴ
向
.専
ζ
乃
至
+
念
念
二無
量
寿
仏
薦
B
蛋
,其
.璽
若
聞
藻
嵐
警
信
殺
不
髪
疑
罠
乃
至
念
鼠
於
彼
.犇
以
二
至
誠
心
蔦
四
・筆
、其
.
臥
(中
略
)
亦
得
二往
毟
功
徳
智
蓑
.如
帚
輩
,者
畆
.
こ
の
三
輩
往
生
文
で
は
、
『論
註
』
善
巧
摂
化
に
お
い
て
曇
鸞
が
指
摘
す
る
よ
う
に
浄
土
へ
の
願
生
に
際
し
て
菩
薩
心
を
発
す
こ
と
が
三
輩
の
各
々
に
説
か
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
上
輩
に
お
い
て
は
、
浄
土
へ
の
願
生
と
い
う
点
に
関
連
し
て
、
今
世
に
お
け
る
願
見
仏
に
つ
い
て
も
菩
提
心
を
発
す
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『無
量
寿
経
』
に
お
い
て
こ
の
他
に
願
生
に
関
し
て
菩
提
心
を
発
す
こ
と
を
説
い
て
い
る
の
は
、
第
十
九
願
の
設
・我
.艮
駕
+
方
,衆
生
・
発
喜
慫
ぎ
謬
.功
璽
至
心
、発
願
蕊
峯
我
.国
藍
寿
終
,時
慕
令
喬
皇
大
ノ
ラ
レ
テ
セ
ノ
ノ
ニ
ヲ
③
衆
一囲
繞
、
現
中
其
人
前
上者
、
不
レ
取
二正
覚
の
及
び
第
三
十
五
願
の
設
.
我
.役
仏
V
+
方
蜑
不
可
思
議
,
諸
仏
世
匙
其
.套
女
人
颪
我
.名
気
警
纂
躍
ぎ
提
駕
厭
・亜
彫
..
.女
乳
ノ
チ
タ
ラ
ハ
ト
ヲ
④
寿
終
之
後
、
復
為
二
女
像
一
者
、
不
7
取
二
覚
の
と
で
あ
る
・
三
輩
往
生
文
で
は
発
菩
慫
を
説
く
直
後
の
経
文
に
コ
向
、婁
.念
コ
無
量
寿
仏
ご
(上
・
塞
)
及
び
コ
向
画
意
,
ヲ
乃
至
十
念
念
一無
量
寿
仏
こ
(下
輩
)
を
伴
っ
て
い
る
が
、
こ
の
発
菩
提
心
と
念
無
量
寿
仏
と
の
関
係
は
い
か
な
る
も
の
で
あ
る
か
は
こ
の
経
文
の
上
だ
け
で
は
不
明
確
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
第
十
九
願
と
第
三
十
五
願
は
浄
土
へ
の
願
生
に
際
し
て
発
菩
提
心
を
説
く
に
止
ま
り
、
念
無
量
寿
仏
に
関
す
る
記
述
は
経
文
の
上
に
は
見
出
せ
な
い
。
願
生
に
際
し
て
念
無
量
寿
仏
を
記
す
と
思
わ
れ
る
も
の
に
第
十
八
願
のシ
レ
ンニ
ヲ
ノ
ニ
メ
メ
セント
カ
ニ
セン
ニ
シ
ン
ハ
セ
ヲ
　
設
我
得
レ
仏
、
十
方
衆
生
、
至
心
信
楽
、
欲
レ
生
二
我
国
↓
乃
至
十
念
、
若
不
レ生
者
、
不
γ取
二正
覚
殉
(下
略
)
。
及
び
下
巻
の
三
輩
往
生
文
直
前
に
記
さ
れ
て
い
る
ル
テ
ノ
ヲ
メ
ニ
メ
ス
レ
ハ
ン
ト
ノ
ニ
テ
ヲ
ス
ニ
　ゆ
諸
有
衆
生
、
聞
二其
名
号
↓
信
心
歓
喜
、
乃
至
一
念
、
至
心
廻
向
、
願
レ
生
二彼
国
↓
即
得
二往
生
↓
住
二
不
退
転
司
(下
略
)
。
と
が
あ
る
が
、
両
者
共
に
発
菩
提
心
の
記
述
は
な
い
。
従
っ
て
発
菩
提
心
と
念
無
量
寿
仏
の
関
係
は
、
『無
量
寿
経
』
の
中
で
は
三
輩
往
生
文
以
外
の
箇
所
か
ら
は
明
確
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
云
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
ま
た
唯
一
両
者
を
併
記
す
る
三
輩
往
生
文
自
体
に
お
い
て
両
者
の
関
係
が
不
明
確
な
の
で
あ
る
か
ら
、
『無
量
寿
経
』
に
お
い
て
両
者
を
明
確
な
関
係
づ
け
に
よ
っ
て
　
捕
え
る
こ
と
は
不
可
能
で
あ
る
と
云
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
あ
え
て
推
測
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
三
輩
往
生
文
で
は
発
菩
提
心
が
念
無
量
寿
仏
を
な
し
て
浄
土
に
願
生
す
る
者
に
と
り
、
往
生
を
達
成
す
る
上
で
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
即
ち
発
菩
提
心
に
基
づ
く
念
無
量
寿
仏
が
往
生
の
要
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
二
『論
註
』
の
善
巧
摂
化
に
は
、
右
に
検
討
し
た
ご
と
く
念
無
量
寿
仏
を
な
し
て
浄
土
に
願
生
す
る
者
に
と
り
不
可
欠
と
推
定
さ
れ
る
ス
ル
セ
ン
ト
ノ
ニ
ハ
ス
ノ
ヲ
発
菩
提
心
を
と
り
上
げ
、
「
願
レ
生
二
彼
安
楽
浄
土
一者
、
要
発
二無
上
菩
提
心
一也
。」
と
述
べ
、
浄
土
へ
の
願
生
に
際
し
て
発
菩
提
心
が
不
可
欠
で
あ
る
か
の
ご
と
く
記
し
て
い
る
。
し
か
し
は
た
し
て
こ
の
記
述
は
率
直
に
そ
う
理
解
す
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
五
一
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
五
二
ま
ず
こ
の
記
述
が
な
さ
れ
て
い
る
善
巧
摂
化
と
は
、
曇
鸞
自
ら
が
『論
註
』
巻
下
の
最
初
に
世
親
の
『往
生
論
』
(以
下
『
論
』
と
記
す
)
の
長
行
を
十
重
に
分
け
、
ノ
ハ
レ
　
ノ
ノ
ニ
リ
ニ
ノ
ニ
ハ
ニ
ハ
ノ
ニ
ハ
己
下
此
是
解
義
分
。
此
分
中
、
義
有
二十
重
。
一
者
願
偈
大
意
。
二
者
起
観
生
信
。
三
者
観
行
体
相
。
四
者
浄
入
願
ニ
ハ
ニ
ハ
ニハ
ニハ
ニ
ハ
晶ハ
乙⑧
心
。
五
者
善
巧
摂
化
。
六
者
離
菩
提
障
。
七
者
順
菩
提
門
。
八
者
名
義
摂
対
。
九
者
願
事
成
就
。
十
者
利
行
満
足
。
と
述
べ
る
内
の
第
五
に
当
る
。
こ
の
善
巧
摂
化
に
該
当
す
る
『論
』
の
文
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。
ク
ト
ト
ノ
メ
ス
レ
ハ
ヲ
ニ
ル
ノ
ヲ
シ
テ
ス
ヲ
レ
カ
如
レ是
、
菩
薩
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
広
略
修
行
、
成
二就
柔
輳
心
↓
如
実
知
二広
略
諸
法
司
如
レ是
成
二
就
巧
方
便
廻
向
鱒
何
ノ
ナ
ル
ノ
ト
ク
テ
ノ
ノ
ヲ
　
ノ
ル
ノ
ヲ
者
菩
薩
巧
方
便
廻
向
。
菩
薩
巧
方
便
廻
向
者
、
謂
説
二礼
拝
等
五
種
修
行
、
所
集
一
切
功
徳
善
根
納
不
レ
求
二
自
身
住
ノ
ヲ
ス
ル
カ
ン
ト
ノ
ヲ
ニ
ス
ソ
ヲ
ニ
ク
セ
ン
ト
ニ
ヲ
ク
ノ
持
之
楽
↓
欲
レ
抜
一二
切
衆
生
苦
一故
、
作
下
願
摂
一取
一
切
衆
生
↓
共
同
生
中
彼
安
楽
仏
国
上。
是
名
二菩
薩
巧
方
便
廻
向
ト⑨
成
就
⑩
こ
こ
に
記
さ
れ
る
柔
軟
心
の
成
就
、
及
び
菩
薩
の
巧
方
便
廻
向
を
曇
鸞
が
い
か
に
理
解
し
た
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
、
三
輩
往
生
文
の
発
菩
提
心
の
依
用
の
意
図
を
探
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
即
ち
曇
鸞
は
こ
れ
ら
を
此
彼
二
土
の
い
ず
れ
に
お
い
て
捕
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
問
題
は
曇
鸞
が
『論
註
』
に
お
い
て
願
生
者
を
い
か
な
る
者
を
中
心
と
し
て
捕
え
て
い
た
か
と
い
う
点
と
深
く
係
わ
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
ま
ず
曇
鸞
が
『論
註
』
を
撰
述
し
た
姿
勢
を
考
え
る
こ
と
に
よ
り
、
願
生
者
を
具
体
的
に
は
い
か
な
る
者
を
中
心
と
し
て
捕
え
て
い
た
か
を
考
え
て
み
た
い
。
三
曇
鸞
は
『論
註
』
巻
上
の
開
巻
初
頭
に
お
い
て
龍
樹
の
『十
住
毘
婆
沙
論
』
易
行
品
の
趣
意
を
テ
ス
ル
ニ
ノ
ニ
ル
ニ
ヲ
ノ
ニ
ニ
乙⑩
謹
案
龍
樹
菩
薩
十
住
眦
婆
沙
云
。
菩
薩
求
二
阿
眦
跋
致
↓
有
二
二
種
道
鱒
一
者
難
行
道
。
二
者
易
行
道
。
と
述
べ
、
菩
薩
が
阿
毘
跋
致
を
求
め
る
の
に
難
行
道
と
易
行
道
の
二
種
が
あ
る
こ
と
を
明
し
て
い
る
。
こ
の
難
行
道
に
つ
い
て
は
、
ト
ノ
ノ
ニ
ルヲ
ヲ
ト⑪
難
行
道
者
、
謂
於
二
五
濁
之
世
於
無
仏
時
↓
求
二阿
眦
跋
致
一為
レ難
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
ま
ず
こ
こ
で
現
実
の
此
土
を
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
と
捕
え
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
現
実
の
此
土
に
お
い
て
阿
毘
跋
致
を
求
め
る
こ
と
が
難
行
道
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
一
方
、
易
行
道
に
つ
い
て
は
、
ト
ノ
ヲ
ス
レ
ハ
セ
ン
ト
ニ
ソ
ノ
ニ
ス
ル
コ
ヲ
ノ
ノ
ニ
ソ
ル
易
行
道
者
、
謂
但
以
二信
仏
因
縁
{
願
レ
生
二
浄
土
↓
乗
二
仏
願
力
嚇
便
得
レ
往
二生
彼
清
浄
土
⑩
仏
力
住
持
、
即
入
二
大
ノ
ニ
ハ
レ
乙⑫
乗
正
定
之
聚
⑩
正
定
即
是
阿
砒
跋
致
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
先
の
難
行
道
に
お
い
て
示
さ
れ
た
現
実
の
此
土
を
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
と
す
る
考
え
に
基
づ
い
て
、
信
仏
の
因
縁
に
よ
っ
て
こ
の
此
土
を
離
れ
て
有
仏
の
清
浄
の
土
に
往
生
し
、
そ
こ
に
お
い
て
仏
力
に
住
持
さ
れ
て
正
定
聚
と
な
る
こ
と
が
易
行
道
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
は
ま
ず
第
一
に
、
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
に
お
け
る
阿
毘
跋
致
の
獲
得
を
『論
註
』
撰
述
の
目
的
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
目
的
に
対
す
る
具
体
的
方
法
と
し
て
、
有
仏
の
清
浄
の
土
で
あ
る
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
と
そ
こ
へ
の
往
生
を
開
顕
し
て
い
る
。
で
は
曇
鸞
は
い
か
な
る
者
を
中
心
に
お
い
て
浄
土
へ
の
願
生
者
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
考
察
す
る
上
で
、
曇
鸞
が
『論
註
』
巻
上
の
最
後
に
八
番
問
答
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
八
番
問
答
と
は
周
知
の
ご
と
く
『無
量
寿
経
』
第
十
八
ク
ト
ト
ヲ⑱
テ
ノ
タ
ル
ヲ
ス
願
の
「唯
除
二
五
逆
誹
謗
正
法
一」
と
『観
無
量
寿
経
』
(以
下
『観
経
』
と
記
す
)
下
品
下
生
の
「作
二
不
善
業
五
逆
十
悪
↓
具
ニ
ノ
ヲ
⑭
諸
不
善
こ
と
の
関
係
を
問
題
と
し
て
い
る
。
い
っ
た
い
『論
註
』
が
『論
』
の
注
釈
の
み
に
始
終
す
る
な
ら
ば
、
こ
こ
に
八
番
問
答
を
設
け
る
必
要
は
あ
っ
た
だ
ろ
う
か
。
曇
鸞
は
八
番
問
答
を
あ
え
て
設
け
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
こ
に
『論
』
の
注
釈
に
の
み
始
終
し
て
い
て
は
述
べ
る
こ
と
が
で
き
な
い
自
己
の
主
張
を
述
べ
て
い
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
『無
量
寿
経
』
第
十
八
願
の
「
五
逆
誹
謗
正
法
」
の
衆
生
と
『
観
経
』
下
品
下
生
の
「
五
逆
十
悪
」
の
衆
生
に
曇
鸞
が
注
目
し
、
そ
の
両
者
の
関
係
を
問
題
と
し
た
の
は
、
彼
が
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
五
三
佛
敢
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
五
四
こ
れ
ら
の
衆
生
に
対
し
て
深
い
関
心
を
持
っ
て
い
た
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
そ
し
て
こ
れ
は
恐
ら
く
曇
鸞
が
現
実
の
衆
生
を
こ
れ
ら
の
衆
生
の
内
に
見
出
そ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
即
ち
八
番
問
答
の
第
一
問
答
に
お
い
て
、
ノ
ノ
ニ
ヘ
ハ
ル
ト
レ
ス
ニ
ス
ル
「
ヲ
ノ
ト
⑮
I
Q
o
天
親
菩
薩
回
向
章
中
、
言
,t
普
共
諸
衆
生
往
生
安
楽
国
↓
此
指
〆
共
二
何
等
衆
生
一耶
。
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
浄
土
へ
の
願
生
者
が
具
体
的
に
い
か
な
る
衆
生
を
中
心
と
す
る
か
を
問
う
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し
曇
鸞
は
、
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
ル
テ
ノ
ヲ
シ
ニ
ソ
ス
レ
ハ
答
日
。
案
二
王
舎
城
所
説
無
量
寿
経
↓
(中
略
)
諸
有
衆
生
、
聞
二其
名
号
ハ
信
心
歓
喜
、
乃
至
一
念
、
至
心
回
向
、
願
レ
セ
ン
ト
ノ
ニ
テ
ヲ
ス
ニ
ト
ニ
ソ
ス
ル
ヲ
ハ
ヲ
ソ
ヲ
ニ
ノ
ノ
ヲ
生
二
彼
国
↓
即
得
二往
生
嚇
住
二
不
退
転
⑩
唯
除
三五
逆
誹
二
謗
正
法
殉
案
レ
此
而
言
、
一
切
外
凡
夫
人
、
皆
得
二往
生
司
又
キ
ノ
リ
ノ
ノ
ヲ
ス
ル
ニ
ニ
ヌ
ノ
ノ
ル
ヲ
セ
ヲ
ノ
ヲ
モ
テ
如
二観
無
量
寿
経
↓
有
二九
品
往
生
↓
(中
略
)
以
二此
経
一証
、
明
知
、
下
品
凡
夫
、
但
令
下
不
レ
誹
二
謗
正
法
↓
信
仏
因
縁
、
セ
ヲ⑯
皆
得
申
往
生
上。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
『無
量
寿
経
』
巻
下
の
初
頭
の
経
文
に
よ
っ
て
往
生
が
認
め
ら
れ
る
衆
生
の
下
限
を
一
切
外
凡
夫
、
即
ち
⑰
十
信
の
位
以
下
の
者
と
し
、
続
い
て
『観
経
』
下
品
下
生
の
経
文
に
よ
っ
て
下
品
下
生
の
者
の
往
生
を
認
め
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
下
品
下
生
の
「
五
逆
十
悪
」
と
『無
量
寿
経
』
の
「
五
逆
誹
謗
正
法
」
が
第
二
問
答
以
下
で
問
題
と
さ
れ
、
「
五
逆
十
悪
」
の
往
生
を
認
め
る
一
方
で
、
「
誹
謗
正
法
」
の
往
生
を
否
定
し
て
い
る
。
従
っ
て
「
五
逆
十
悪
」
の
下
品
下
生
は
往
生
が
許
さ
れ
る
最
下
限
の
者
と
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
下
品
下
生
の
往
生
に
こ
れ
ほ
ど
ま
で
に
曇
鸞
が
こ
だ
わ
る
理
由
は
、
先
述
の
ご
と
く
現
実
の
衆
生
、
即
ち
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
の
衆
生
を
こ
の
下
品
下
生
に
お
い
て
捕
え
よ
う
と
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
と
云
う
現
実
の
衆
生
を
救
済
す
る
た
め
に
開
顕
さ
れ
た
浄
土
へ
の
願
生
と
い
う
方
法
は
、
そ
の
具
体
的
対
象
と
し
て
下
品
下
生
の
衆
生
を
中
心
と
し
て
曇
鸞
は
考
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
曇
鸞
は
立
脚
し
て
、
下
品
下
生
の
衆
生
の
往
生
に
つ
い
て
直
接
言
及
す
る
こ
と
の
な
い
『
論
』
に
対
し
、
『論
註
』
を
撰
述
す
る
に
あ
た
り
、
こ
の
点
に
言
及
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
生
じ
た
の
で
あ
り
、
あ
え
て
八
番
問
答
を
設
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
こ
の
点
に
言
及
し
た
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
曇
鸞
の
視
点
は
、
往
生
に
関
す
る
見
解
に
も
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
曇
鸞
は
『論
註
』
巻
下
、
観
行
体
相
に
お
い
て
、
国
土
荘
厳
功
徳
を
述
べ
た
後
に
問
答
を
設
け
、
問
日
。
上
言
μ知
コ
生
ハ無
蛋
嚇
当
コ是
.上
品
生
.
春
覗
若
下
下
品
.人
、
乗
コ十
念
へ往
生
M
二豈
非
四恥
ひ
実
ノ生
↓耶
。
但
恥
ひ
実
.
生
縛
セ
ン
ニ
ニ
バ
ク
ハ
ヲ
ニバ
ク
ハ
ニ
ス田
セ
ン
ヲ
⑱
即
堕
三
一執
殉
一
恐
不
レ
得
二往
生
殉
二
恐
更
生
生
レ惑
。
ノ
ハ
レ
ノ
乙⑲
と
述
べ
て
い
る
。
こ
れ
は
入
第
一
義
諦
釈
の
中
で
「彼
浄
土
是
阿
弥
陀
如
来
清
浄
本
願
無
生
之
生
」
と
述
べ
た
点
に
つ
い
て
、
こ
の
無
生
の
生
を
知
る
者
は
上
品
生
の
者
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
右
の
問
い
に
答
え
て
、
ノ
ノ
ト
ラ
ヲ
ス
ル
ヲ
ヲ
テ
ノ
ヲ
ス
レ
ハ
セ
ン
ト
ノ
ニ
ノ
ハ
レ
答
。
(
中
略
)
彼
下
品
人
、
雖
〆
不
レ
知
二
法
性
無
生
↓
但
以
下
称
二
仏
名
一力
上
、
作
二
往
生
意
↓
願
レ
生
二
彼
土
↓
彼
土
是
無
ナ
レ
ハ
ノ
ニ
ス
⑳
生
界
、
見
生
之
火
、
自
然
而
滅
。
　
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
下
品
下
生
の
者
が
称
名
に
よ
っ
て
願
生
す
る
な
ら
ぽ
、
た
と
え
浄
土
が
無
生
の
生
で
あ
る
こ
と
を
知
ら
な
ル
ノ
ヲ
フ
ヲ
ト
⑳
く
と
も
、
往
生
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
入
第
一
義
諦
釈
に
「
体
二
夫
生
理
↓
謂
二
之
浄
土
ご
と
述
べ
て
い
る
点
と
深
い
関
さ
と
係
が
あ
る
。
即
ち
浄
土
は
無
生
界
で
あ
る
か
ら
、
た
と
え
下
品
下
生
の
者
が
無
生
の
理
を
知
ら
ず
に
見
生
に
よ
っ
て
願
生
し
て
も
、
こ
さ
と
の
者
は
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
結
果
的
に
は
無
生
の
理
を
知
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
曇
鸞
は
往
生
に
関
す
る
理
解
に
お
い
て
も
、
無
生
の
理
を
知
ら
な
い
下
品
下
生
の
者
に
注
目
し
、
こ
の
下
品
下
生
の
者
の
往
生
が
許
さ
れ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。
以
上
の
よ
う
に
、
曇
鸞
は
『論
註
』
に
お
い
て
『
観
経
』
の
下
品
下
生
に
非
常
な
関
心
を
払
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
彼
が
下
品
下
生
に
現
実
の
五
濁
の
世
・
無
仏
の
時
の
衆
生
を
見
出
す
こ
と
に
よ
り
、
浄
土
へ
の
願
生
を
な
す
衆
生
の
具
体
的
相
を
下
品
下
生
を
中
心
に
捕
え
よ
う
と
す
る
傾
向
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
五
五
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
五
六
四
次
に
『論
註
』
の
善
巧
摂
化
を
中
心
と
す
る
曇
鸞
の
記
述
を
通
じ
て
、
先
述
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
が
い
か
な
る
者
で
あ
る
か
を
考
察
し
て
み
よ
う
。
『
論
註
』
巻
下
、
浄
入
願
心
に
は
、
ノ
ノ
ト
ノ
ト
ノ
ト
ヲ
ト
ヲ
ト
カ
ソ
ス
ル
ヲ
上
国
土
荘
厳
十
七
句
、
如
来
荘
厳
八
句
、
菩
薩
荘
厳
四
句
為
レ広
。
入
一
法
句
為
γ略
。
何
故
示
二現
広
略
相
入
↓
諸
仏
ニ
リ
ノ
ニ
ニ
こ
テ
ニ
シ
ヲ
テ
ニ
ス
菩
薩
有
三
一種
法
身
鱒
一
者
法
性
法
身
。
二
者
方
便
法
身
。
由
二法
性
法
身
↓
生
二方
便
法
身
↓
由
二
方
便
法
身
↓
出
二
法
性
法
ヲ
ノ
ハ
ニ
ソ
ツ
ニ
メ
ス
ニ
ノ
ル
ニ
ス
ノ
ヲ
ハ
ヲ
身
刃
此
二
法
身
、
異
而
不
レ
可
レ分
、
一
而
不
レ可
レ
同
。
是
故
広
略
相
入
、
統
以
二法
名
殉
菩
薩
、
若
不
レ
知
二
広
略
相
入
↓
スル
「働
則
不
レ
能
二自
利
利
他
司
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
三
種
二
十
九
句
の
荘
厳
が
広
と
さ
れ
、
入
一
法
旬
が
略
と
さ
れ
、
両
者
が
相
入
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
さ
ら
に
前
者
を
方
便
法
身
、
後
者
を
法
性
法
身
と
し
、
両
者
の
由
生
・
由
出
の
関
係
に
お
い
て
相
入
を
示
し
、
両
者
が
不
可
分
・
不
可
同
な
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
の
後
、
菩
薩
が
自
利
利
他
を
行
な
う
上
で
、
か
か
る
広
略
相
入
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
述
べ
、
菩
薩
も
阿
弥
陀
仏
と
同
様
に
法
性
法
身
・
方
便
法
身
の
広
略
相
入
に
よ
っ
て
自
利
利
他
を
展
開
す
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
広
略
相
入
を
知
る
菩
薩
と
は
、
得
往
生
者
、
願
生
者
の
い
ず
れ
で
あ
る
と
曇
鸞
は
考
え
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
浄
入
願
心
の
主
張
に
基
づ
き
、
曇
鸞
は
善
巧
摂
化
に
ト
ク
シ
メ
ス
ノ
ヲ
⑳
柔
輹
心
者
、
謂
広
略
止
観
相
順
、
修
行
成
二
不
二
心
一也
。
と
述
べ
、
広
略
相
入
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め
て
菩
薩
は
不
二
心
、
即
ち
柔
軟
心
を
成
就
す
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
れ
に
続
い
ニ
ル
ノ
ヲ⑳
て
、
『論
』
の
「
如
実
知
二
広
略
諸
法
一」
の
文
に
注
釈
し
て
、
ト
ニ
ノ
ノ
ト
ノ
ノ
ト
シ
ト
云
「
⑭
如
実
知
者
、
如
二実
相
一而
知
也
。
広
中
二
十
九
句
、
略
中
一
句
、
莫
レ非
二
実
相
一也
。
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
広
・
略
と
は
実
相
そ
の
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
従
っ
て
、
菩
薩
が
柔
軟
心
を
成
就
す
る
と
云
う
こ
と
は
、
菩
薩
が
実
相
そ
の
も
の
を
知
る
こ
と
に
他
な
ら
な
い
と
云
え
よ
う
。
そ
し
て
菩
薩
が
自
利
利
他
を
行
な
う
た
め
に
は
、
菩
薩
自
身
が
広
略
相
入
、
即
ち
実
相
を
知
る
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
さ
ら
に
起
観
生
信
の
廻
向
門
釈
の
還
相
廻
向
に
お
い
て
は
、
ト
シ
ノ
ニ
テ
テ
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
シ
ノ
ニ
ノ
ノ
ヲ
ニ
フ
還
相
者
、
生
二
彼
土
一已
、
得
二奢
摩
他
眦
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
、
廻
二
入
生
死
稠
林
嚇
教
二
化
一
切
衆
生
↓
共
向
二
仏
二
⑳
道
⑩
シ
ノ
ニ
テ
テ
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
内
で
「生
二彼
土
一已
、
得
二奢
摩
他
眦
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
」
と
記
さ
れ
て
い
る
点
が
注
目
さ
れ
る
。
シ
ノ
ニ
テ
テ
こ
の
還
相
廻
向
の
記
述
で
は
明
確
に
「生
二彼
土
一已
」
と
あ
り
、
浄
土
に
往
生
し
た
後
の
こ
と
と
し
て
述
べ
ら
れ
る
「得
二奢
摩
他
眦
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
」
と
は
、
善
巧
摂
化
に
お
け
る
『論
』
の
ト
ト
ノ
メ
ス
レ
ハ
ヲ
ニ
ル
ノ
ヲ
シ
テ
ス
ヲ
⑳
菩
薩
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
広
略
修
行
、
成
二
就
柔
輳
心
↓
如
実
知
二広
略
諸
法
の
如
レ是
成
二就
巧
方
便
廻
向
の
の
記
述
と
相
似
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
即
ち
起
観
生
信
の
還
相
廻
向
の
記
述
は
、
『論
』
の
上
記
の
文
に
基
づ
い
た
も
の
で
シ
ヌ
レ
ハ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
起
観
生
信
の
「方
便
力
成
就
」
と
は
、
『
論
』
の
「
巧
方
便
廻
向
」
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
ニ
ル
ノ
ヲ
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
前
述
の
ご
と
く
曇
鸞
は
善
巧
摂
化
に
お
い
て
「如
実
知
二広
略
諸
法
一」
と
は
実
相
を
知
る
こ
と
で
あ
る
テ
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
と
し
て
い
る
の
だ
か
ら
、
起
観
生
信
の
「得
二
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
」
と
は
実
相
を
知
る
こ
と
で
あ
る
と
考
え
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
以
上
の
ご
と
く
起
観
生
信
の
還
相
廻
向
の
記
述
と
善
巧
摂
化
に
お
け
る
『論
』
の
記
述
の
相
似
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
曇
鸞
は
起
観
シ
ノ
ニ
テ
テ
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
生
信
に
「
生
二彼
土
一已
」
と
明
記
し
、
浄
土
に
往
生
し
た
後
に
お
い
て
「得
二奢
摩
他
眦
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
」
を
考
え
て
い
た
の
で
あ
る
か
ら
、
前
掲
の
『論
』
の
善
巧
摂
化
の
文
を
、
浄
土
に
お
い
て
菩
薩
が
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
を
修
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
広
略
相
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
五
七
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
五
八
入
、
即
ち
実
相
を
知
り
、
柔
軟
心
を
成
就
し
て
巧
方
便
廻
向
を
成
就
す
る
と
考
え
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
即
ち
曇
鸞
は
『
論
』
の
「
菩
薩
」
に
つ
い
て
、
こ
れ
を
善
巧
摂
化
で
浄
土
の
菩
薩
と
し
て
捕
え
、
ま
た
「巧
方
便
廻
向
」
を
主
に
還
相
廻
向
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。五
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
は
、
善
巧
摂
化
に
お
け
る
『論
』
の
巧
方
便
廻
向
を
な
す
菩
薩
を
、
浄
土
の
菩
薩
と
考
え
て
い
た
と
云
え
る
の
で
あ
る
が
、
前
に
検
討
し
た
曇
鸞
の
『論
註
』
撰
述
の
姿
勢
と
こ
の
巧
方
便
廻
向
を
な
す
菩
薩
を
浄
土
の
菩
薩
と
す
る
見
解
は
矛
盾
す
る
か
否
か
を
考
え
て
み
よ
う
。
も
し
仮
に
こ
の
善
巧
摂
化
の
柔
軟
心
成
就
の
巧
方
便
廻
向
を
な
す
菩
薩
が
此
土
の
菩
薩
で
あ
り
、
巧
方
便
廻
向
を
往
相
廻
向
が
中
心
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
こ
の
菩
薩
は
実
相
を
知
る
と
云
う
点
に
お
い
て
上
品
生
の
者
の
み
が
該
当
し
得
る
の
み
で
あ
り
、
下
品
下
生
の
者
は
は
た
し
て
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
か
。
臨
終
に
お
け
る
切
迫
し
た
時
に
お
い
て
、
善
知
識
の
方
便
安
慰
に
よ
り
阿
弥
陀
仏
を
念
・
ク
ノ
ト
ト
ノ
ヲ
メ
ス
レ
ハ
ヲ
ニ
ル
称
す
る
下
品
下
生
の
者
が
、
は
た
し
て
『論
』
に
「如
レ是
、
菩
薩
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
広
略
修
行
、
成
二就
柔
輹
心
↓
如
実
知
ニ
ノ
ヲ
シ
テ
ス
ヲ
レ
カ
ノ
ナ
ル
ノ
ヲ
ス
ル
カ
ン
ト
ノ
広
略
諸
法
殉
如
レ是
、
成
二
就
巧
方
便
廻
向
鱒
何
者
菩
薩
巧
方
便
廻
向
。
(中
略
)
不
レ
求
二自
身
住
持
之
楽
↓
欲
レ
数
二
切
衆
生
ヲ
昌
ス
メ
ヲ
ニ
ク
セ
ント
ノ
ニ⑳
苦
一故
。
作
下
願
摂
二取
一
切
衆
生
↓
共
同
生
中
彼
安
楽
仏
国
上。」
と
述
べ
ら
れ
る
ご
と
き
巧
方
便
廻
向
を
な
す
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
か
。
ノ
ノ
⑳
ま
た
仮
に
こ
の
巧
方
便
廻
向
が
此
土
に
お
い
て
下
品
下
生
の
者
が
自
己
の
力
で
は
な
く
「阿
弥
陀
如
来
至
極
無
生
宝
珠
」
の
名
号
の
働
き
、
即
ち
仏
力
に
よ
っ
て
行
な
わ
れ
る
と
し
て
、
下
品
下
生
の
者
の
此
土
で
の
巧
方
便
廻
向
が
可
能
で
あ
る
と
す
る
こ
と
に
よ
り
、
下
品
下
生
を
願
生
者
の
中
の
特
殊
な
も
の
と
位
置
づ
け
る
と
し
て
も
、
こ
の
善
巧
摂
化
の
曇
鸞
の
注
釈
は
何
ら
下
品
下
生
に
関
し
て
特
筆
し
て
は
い
な
い
。
即
ち
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
を
此
土
の
菩
薩
と
考
え
る
な
ら
ば
、
善
巧
摂
化
の
注
釈
は
た
だ
上
品
生
の
者
を
中
心
と
す
る
記
述
に
始
終
し
て
い
る
と
云
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
前
述
の
ご
と
く
曇
鸞
は
下
品
下
生
の
者
に
対
し
て
深
い
関
心
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
も
し
仮
に
曇
鸞
が
こ
の
善
巧
摂
化
を
往
相
廻
向
を
主
と
し
た
も
の
と
考
え
、
巧
方
便
廻
向
を
な
す
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
を
此
土
の
菩
薩
と
考
え
て
い
た
の
な
ら
ば
、
当
然
こ
の
善
巧
摂
化
に
お
い
て
下
品
下
生
の
者
に
対
す
る
何
ら
か
の
注
釈
が
加
え
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
の
『論
註
』
に
お
け
る
願
生
者
の
理
解
を
通
じ
て
も
、
こ
の
善
巧
摂
化
は
浄
土
の
菩
薩
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
巧
方
便
廻
向
は
還
相
廻
向
を
主
に
す
る
と
考
え
る
べ
き
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
六
ハ
ヲ
ス
ル
コ
さ
て
、
善
巧
摂
化
に
お
い
て
は
前
述
の
浄
入
願
心
に
お
け
る
「菩
薩
、
若
不
レ知
二広
略
相
入
↓
則
不
γ能
二
自
利
利
他
一φ」
の
文
に
基
づ
き
、
実
相
を
知
り
得
た
柔
軟
心
成
就
の
浄
土
の
菩
薩
が
自
利
利
他
す
る
こ
と
を
、
具
体
的
に
そ
の
利
他
面
を
中
心
に
菩
薩
の
巧
方
便
廻
向
と
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
菩
薩
が
巧
方
便
廻
向
を
展
開
す
る
過
程
を
、
曇
鸞
は
以
下
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。
ル
ヲ
ヲ
ニ
チ
ル
ノ
ノ
ノ
ヲ
レ
ハ
ノ
ヲ
チ
ス
ノ
ヲ
レ
ハ
ノ
チ
ス
以
レ知
二実
相
一故
、
則
知
三
二
界
衆
生
虚
妄
相
一也
。
知
二衆
生
虚
妄
↓
則
生
二真
実
慈
悲
一也
。
知
二真
実
法
身
↓
則
起
ニ
ノ
ヲ
ト
ト
ハ
リ
ニ⑳
真
実
帰
依
一也
。
慈
悲
之
与
二帰
依
一巧
方
便
在
レ
下
。
こ
こ
で
は
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
は
実
相
を
知
る
が
故
に
、
こ
の
実
相
の
智
慧
に
基
づ
い
て
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
相
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
曇
鸞
は
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
相
を
具
体
的
に
は
虚
偽
相
・
輪
転
相
・
無
窮
相
の
三
相
に
よ
っ
て
捕
え
、
　
そ
れ
を
す
べ
て
有
漏
で
あ
り
、
法
性
に
順
ぜ
ず
、
二
諦
に
順
じ
な
い
者
の
相
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
か
か
る
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
相
ル
ヲ
ヲ
ニ
チ
ル
ノ
ノ
ノ
ヲ
を
虚
妄
な
る
も
の
と
し
て
知
り
得
る
の
は
、
先
の
善
巧
摂
化
の
文
で
は
「以
レ知
二実
相
一故
、
則
知
二
三
界
衆
生
虚
妄
相
一也
。
」
と
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
五
九
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
〇
し
て
、
実
相
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
可
能
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
実
相
を
知
る
と
云
う
こ
と
は
、
具
体
的
に
は
浄
入
願
心
に
お
い
て
真
実
智
慧
と
記
さ
れ
て
い
る
実
相
の
智
慧
を
指
す
と
云
え
よ
う
。
即
ち
浄
入
願
心
に
は
、
ト
ノ
ハ
ナ
ル
カ
ニ
ハ
ノ
ニ
シ
ト
　ぽ
コ
ラ
ノ
ニ
真
実
智
慧
者
、
実
相
智
慧
也
。
実
相
無
相
故
、
真
智
無
知
也
。
(中
略
)
無
知
故
、
能
無
レ
不
レ
知
。
是
故
一
切
種
智
ヲ
ル
コ
ハ
ニ
ス
ハ
ニ
ル
コ
ヲ
ニ
　
ゆ
即
真
実
智
慧
也
。
以
二真
実
一而
目
二
智
慧
↓
明
三智
慧
非
レ
作
非
二
非
作
一也
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
実
相
の
智
慧
が
真
実
智
慧
と
さ
れ
、
さ
ら
に
一
切
種
智
と
も
さ
れ
て
い
る
。
か
か
る
一
切
種
智
は
ま
た
観
行
体
相
に
お
い
て
、
ラ
バ
ニ
シ
ト
　エ
ハ
ナ
ラ
カ
ル
ヤ
ル
コ
ヲ
問
日
。
心
入
二
実
相
↓
可
レ
令
二
無
知
↓
云
何
得
レ
有
二
一
切
種
智
一
耶
。
ハ
ナ
レ
ハ
チ
リ
ル
ラ
ハ
ナ
ル
カ
ニ
シ
ル
ニ
ノ
ル
ハ
チ
⑭
答
日
。
凡
心
有
知
、
則
有
レ
所
レ
不
レ
知
。
聖
心
無
知
故
、
無
レ
所
7
不
レ
知
。
無
知
而
知
、
知
即
無
知
也
。
ニ
ノ
ル
ハ
チ
と
も
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
基
づ
く
な
ら
ば
、
実
相
を
知
る
一
切
種
智
と
は
、
「無
知
而
知
、
知
即
無
知
也
。」
と
し
て
説
明
ハ
ナ
ル
カ
ニ
シ
ル
さ
れ
る
戯
論
を
超
え
、
さ
ら
に
そ
の
無
分
別
・
無
戯
論
に
も
止
住
す
る
こ
と
な
く
「
聖
心
無
知
故
、
無
レ
所
レ
不
レ
知
。
」
と
し
て
積
極
的
に
も
の
ご
と
を
知
り
き
わ
め
る
智
と
し
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
か
か
る
一
切
種
智
を
得
た
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
こ
そ
が
、
初
め
て
三
界
の
衆
生
の
虚
妄
の
相
を
知
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
虚
妄
の
相
を
知
る
な
ら
ば
、
そ
こ
に
真
実
の
慈
悲
が
生
じ
る
と
前
述
の
善
巧
摂
化
の
文
は
述
べ
て
い
る
。
こ
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
の
慈
悲
に
関
し
て
、
曇
鸞
は
障
菩
提
門
に
お
い
て
、ヲ
ヲ
ヒ
ト
ヲ
ヲ
フ
ト
ル
カ
ニ
晶
キ
ノ
ヲ
ル
カ
ニ
ニ
ス
キ
ス
ル
「
ヲ
ヲ
⑳
抜
/
苦
日
レ
慈
、
与
レ
楽
日
レ
悲
。
依
レ
慈
故
抜
二
」
切
衆
生
苦
↓
依
レ
悲
故
遠
下
離
無
レ
安
二
衆
生
一
心
上
。
と
述
べ
て
い
る
。
即
ち
一
切
衆
生
の
苦
を
抜
き
、
衆
生
を
安
ん
ず
る
心
が
慈
悲
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
七
こ
の
慈
悲
の
展
開
は
具
体
的
に
は
廻
向
と
密
接
な
関
係
を
有
し
て
い
る
。
『論
註
』
巻
下
、
起
観
生
信
の
廻
向
門
釈
に
お
い
て
は
、
ニ
リ
ノ
ニ
ニ
　
ト
カ
ヲ
ノ
ノ
ニ
ス
ル
る
ニ
セ
ン
ト
ノ
廻
向
有
二
二
種
相
の
一
者
往
相
。
二
者
還
相
。
往
相
者
、
以
二
己
功
徳
ハ
廻
二施
一
切
衆
生
↓
作
三願
共
往
二生
彼
ノ
ニ
ト
シ
ノ
ニ
テ
テ
ヲ
シ
ヌ
レ
ハ
シ
ノ
ニ
ノ
阿
弥
陀
如
来
安
楽
浄
土
鱒
還
相
者
、
生
二
彼
土
一已
、
得
二
奢
摩
他
眦
婆
舎
那
↓
方
便
力
成
就
、
廻
二
入
生
死
稠
林
↓
教
二
化
ノ
ヲ
ニ
フ
ニ
ハ
ハ
乙
テ
ヲ
ン
カ
ヲ
⑳
一
切
衆
生
ハ
共
向
二
仏
道
一り
若
往
、
若
還
、
皆
為
下
抜
二
衆
生
↓
渡
申
生
死
海
上
。
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
即
ち
こ
こ
で
は
往
相
廻
向
・
還
相
廻
向
の
二
者
に
よ
っ
て
廻
向
が
説
明
さ
れ
て
い
る
。
往
相
廻
向
と
は
願
生
者
自
身
が
自
己
の
功
徳
を
一
切
衆
生
に
廻
施
し
て
一
切
衆
生
と
共
に
往
生
す
る
こ
と
を
願
う
も
の
で
あ
る
と
さ
れ
、
還
相
廻
向
と
は
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
願
生
者
が
浄
土
に
往
生
し
た
後
、
奢
摩
他
・
眦
婆
舎
那
を
得
て
方
便
力
を
成
就
し
、
再
び
浄
土
か
ら
生
死
界
に
赴
い
て
一
切
衆
生
を
教
化
す
る
こ
と
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
『
論
註
』
巻
上
に
お
い
て
も
ト
メ
カ
ヲ
シ
テ
ニ
ニ
エ
リ
ヲ
セ
ン
ト
　
ニ　
廻
向
者
、
回
二
己
功
徳
↓
普
施
二
衆
生
↓
共
見
二
阿
弥
陀
如
来
↓
生
二
安
楽
国
鱒
レ
リ
ヲ
ク
ヲ
ク
ハ
ェ
リ
ヲ
ニ
ノ
ト
セ
ン
ま
　
　
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
『侖二一口』
の
「我
作
ノ論
説
レ偈
、
願
見
二弥
陀
仏
↓
普
共
二
諸
衆
生
↓
往
二生
安
楽
国
ご
に
付
さ
れ
た
注
釈
で
あ
る
か
ら
、
往
相
廻
向
に
該
当
す
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
両
者
の
廻
向
の
説
明
に
お
い
て
、
往
還
二
廻
向
と
云
う
視
点
よ
り
、
そ
の
目
的
と
方
法
を
考
え
て
み
よ
う
。
ま
ず
往
相
廻
向
に
ニ
セ
ン
ト
ノ
ノ
ニ
ニ
よ
り
つ
い
て
は
、
そ
の
目
的
が
起
観
生
信
で
は
「共
往
二生
彼
阿
弥
陀
如
来
安
楽
浄
土
こ
と
記
さ
れ
、
巻
上
で
は
「共
見
二
阿
弥
陀
ヲ
セ
ン
ト
　
ニ
如
来
↓
生
二
安
楽
国
こ
と
記
さ
れ
、
後
者
に
は
見
仏
を
含
む
も
の
の
両
者
は
共
に
往
生
を
志
向
し
て
い
る
。
そ
し
て
そ
の
方
法
は
、
カ
ヲ
メ
ノ
ニ
メ
カ
ヲ
シ
テ
ニ
起
観
生
信
で
は
「以
二
己
功
徳
↓
廻
二
施
一
切
衆
生
一」
と
記
し
、
巻
上
で
は
「
回
二
己
功
徳
↓
普
施
二衆
生
こ
と
し
て
両
者
共
に
自
ニ
フ
ニ
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
し
て
い
る
。
次
に
還
相
廻
向
に
つ
い
て
は
、
起
観
生
信
で
は
そ
の
目
的
を
「
共
向
二仏
道
こ
と
記
し
て
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
六
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
ニ
シ
ノ
ニ
ノ
ノ
ヲ
成
仏
そ
の
も
の
を
志
向
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、
そ
の
方
法
は
「
廻
二入
生
死
稠
林
ハ
教
二化
一
切
衆
生
こ
と
記
し
て
往
相
廻
向
の
方
法
に
比
し
て
、
よ
り
積
極
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
以
上
よ
り
し
て
、
往
相
廻
向
は
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
云
う
方
法
に
よ
り
往
生
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
り
、
還
相
廻
向
は
生
死
界
に
再
び
還
っ
て
衆
生
を
教
化
す
る
と
云
う
方
法
に
よ
り
成
仏
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
な
視
点
に
立
っ
て
善
巧
摂
化
に
記
さ
れ
た
廻
向
の
説
明
を
考
え
て
み
よ
う
。
善
巧
摂
化
の
廻
向
の
説
明
と
は
以
下
の
ご
と
く
で
あ
る
。セハ
ノ
ヲ
ク
カ
ノ
ノ
ヲ
ノ
ニ
ニ
乙
二⑳
凡
釈
二廻
向
名
義
ハ
謂
以
二己
所
レ集
一
切
功
徳
↓
施
二与
一
切
衆
生
↓
共
向
二仏
道
の
.」
.、
で
鐘
向
の
目
的
砦
の
藁
か
ら
し
て
成
仏
を
士
心向
す
る
点
に
お
い
て
還
相
廻
向
乏
云
え
る
が
、
方
法
そ
の
も
の
は
往
調
向
で
あ
り
、
往
還
二
廻
向
に
分
類
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
云
う
よ
り
は
、
廻
向
そ
の
も
の
の
一
般
概
念
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
廻
向
の
一
般
概
念
が
右
の
善
巧
摂
化
の
ご
と
く
で
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
先
の
往
相
廻
向
と
還
相
廻
向
の
目
的
の
相
違
は
い
か
に
考
ノ
ハ
え
ら
れ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
往
相
廻
向
が
志
求
す
る
浄
土
の
性
格
に
お
い
て
説
明
さ
れ
る
。
即
ち
善
巧
摂
化
に
「彼
仏
国
、
レ
ノ
ノ
　
即
是
畢
竟
成
仏
道
路
、
無
上
方
便
也
。」
と
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、
衆
生
が
浄
土
に
往
生
す
れ
ば
成
仏
が
約
束
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
従
っ
て
衆
生
に
と
っ
て
は
浄
土
に
往
生
で
き
る
か
否
か
が
、
成
仏
の
可
否
を
も
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
よ
う
な
立
場
に
お
い
て
は
成
仏
の
可
否
よ
り
も
往
生
の
得
不
得
に
関
心
が
移
行
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
即
ち
往
相
廻
向
に
お
い
て
は
、
た
と
へ
廻
向
の
一
般
概
念
が
前
述
の
善
巧
摂
化
の
よ
う
に
成
仏
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
浄
土
で
は
成
仏
が
約
束
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
眼
前
に
直
接
目
的
と
し
て
表
面
化
す
る
の
は
成
仏
が
約
束
さ
れ
る
か
否
か
、
即
ち
往
生
の
得
不
得
の
問
題
と
な
ろ
う
。
そ
し
て
か
か
る
立
場
に
お
い
て
は
成
仏
の
問
題
が
往
生
の
問
題
の
背
後
に
な
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
往
相
廻
向
で
は
浄
土
と
云
う
成
仏
が
約
束
さ
れ
た
場
を
設
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
成
仏
と
云
う
廻
向
本
来
の
目
的
は
往
生
と
云
う
眼
前
の
目
的
の
背
後
と
な
る
。
そ
し
て
往
生
を
得
た
時
ゆ
に
お
い
て
初
め
て
成
仏
と
云
う
廻
向
本
来
の
目
的
が
表
面
化
す
る
と
云
え
よ
う
。
八
善
巧
摂
化
に
は
先
述
の
廻
向
の
一
般
概
念
が
記
さ
れ
た
後
に
、
巧
方
便
廻
向
の
説
明
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
巧
方
便
,者
・
謂
薩
興
,
以
二
己
.
智
慧
.
葬
墨
、
蒭
衆
生
煩
悩
,艸
木
曹
套
塞
.
羹
、成
仏
莪
.不
・作
仏
誌
東
生
丞
尽
.
成
隻
菩
薩
已
、農
玲
譬
.如
謀
.噂
、
鰹
籤
嘩
蒭
,槃
扉
、令
・
働
,
民
.
梁
為
短
火
添
已
、驫
・
軌
箜
.
.其
.身
㎡
身
艶
.
故
・
名
コ
巧
方
籃
此
中
・
言
プ
便
著
、
謂
ク
作
下願
.摂
二取
メ
蒭
衆
先
共
、同
ク告
,
ノ
昌
ノ
ハ
レ
ノ
ノ
⑱
彼
安
楽
仏
国
上。
彼
仏
国
即
是
畢
竟
成
仏
道
路
、
無
上
方
便
也
。
先
述
の
考
察
で
明
ら
か
と
な
っ
た
よ
う
に
、
巧
方
便
廻
向
と
は
還
相
廻
向
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
か
ら
、
こ
こ
で
も
成
仏
が
志
向
さ
ノ
れ
て
い
る
と
云
う
点
に
お
い
て
、
右
の
考
察
の
結
果
と
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
そ
し
て
「智
慧
火
」
と
は
先
の
考
察
よ
り
し
て
・
実
相
を
知
る
蒭
馨
で
あ
る
と
云
え
よ
う
・
ま
た
「作
下
願
.摂
二
取
.
蒭
衆
先
共
、同
.
告
、
彼
,安
楽
巴
。
」
と
は
、
起
観
生
信
の
還
相
廻
向
に
記
さ
れ
る
遍
二
入
.生
死
.稠
隻
教
二化
.
蒭
衆
毟
」
と
云
う
方
法
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
る
も
の
で
あ
り
、
『論
』
が
「出
.第
五
幽
と
し
て
記
す
も
の
で
あ
る
・
三
」
に
お
い
て
衆
生
を
叢
し
て
共
に
同
じ
く
安
楽
国
に
生
ぜ
ん
と
云
わ
れ
る
の
は
、
還
相
廻
向
を
な
す
菩
薩
、
即
ち
柔
軟
心
成
就
の
浄
土
の
菩
薩
が
自
己
と
同
様
に
衆
生
を
浄
土
に
願
生
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
か
ら
、
メ
菩
薩
の
還
相
廻
向
は
被
廻
向
者
を
し
て
往
相
廻
向
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る
と
云
え
る
。
即
ち
還
相
廻
向
の
具
体
的
方
法
で
あ
る
「
教
二化
一
切
衆
生
↓」
と
は
衆
生
を
往
相
廻
向
さ
せ
る
と
云
う
こ
と
に
よ
っ
て
内
容
づ
け
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
点
に
関
し
て
は
後
に
再
び
触
れ
る
で
あ
ろ
う
。
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
六
三
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
四
九
右
の
善
巧
摂
化
に
巧
方
便
の
「
巧
」
の
字
を
説
明
し
て
、
菩
薩
が
一
切
衆
生
を
成
仏
さ
せ
る
ま
で
は
成
仏
し
な
い
と
願
い
つ
つ
も
自
身
が
蒭
衆
生
に
先
立
っ
て
成
仏
す
る
意
で
あ
る
と
し
て
い
る
噸
こ
の
点
は
利
行
楚
の
曇
鸞
の
自
利
利
他
の
理
蟹
深
い
係
り
が
あ
る
。
利
行
満
足
に
は
、
廃
知
下由
ぎ
利
瓦
則
.能
利
俺
義
..是
.薦
能
二自
虱
而
能
利
魯
、
.鞠
・
夙
.知
下
凱
利
他
瓦
則
.能
自
私
義
、.是
.
聾
能
利
碇
而
能
自
私
P
二.晦
・
と
述
べ
、
自
利
利
他
が
即
一
的
双
運
関
係
に
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
従
っ
て
浄
土
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
の
巧
方
便
廻
向
は
菩
薩
の
利
他
行
で
あ
る
と
共
に
、
自
利
行
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
さ
ら
に
曇
鸞
は
願
事
成
就
に
お
い
て
『
論
』
の
菩
薩
、
如
"
是
修
コ
五
念
門
.
行
圃
自
利
利
価
、
速
。徹
助
成
一就
ル、ヲ阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
↓故
噛
に
対
し
て
問
答
を
設
け
、
テ
カ
ノ
ヤ
ト
問
日
。
有
二何
因
縁
↓
言
二
速
得
成
就
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
鱒
筥
.
論
、言
.
修
f
門
.瓦
以
冒
利
利
農
鶸
.故
煎
、覈
。爽
柴
"
阿
弥
陀
絮
.為
二増
上
墜
他
利
、之
与
二利
聾
豫
、互
左
糞
若
鼻
仏
璽
曳
宴
一目
二利
蟹
島
棄
生
亜
ゴ節"
宜
け
言
二他
虱
今
将
鬘
ト仏
力
ぎ
ノ故
、以
二
利
他
↓
言
"
之
吻
当
短
此
.意
也
.
凡
是
.雪
,彼
,浄
t
及
彼
,菩
薩
人
天
,所
起
.諸
焦
皆
塾
阿
弥
陀
絮
.本
願
力
瓦
何
以
.言
レ
ヲ
ン
ハ
ニ
レ
ニ
ナ
ラ
ン
　
レ
之
。
若
非
二仏
力
↓
四
十
八
願
便
是
徒
設
。
と
述
べ
、
こ
の
後
に
『無
量
寿
経
』
の
第
十
八
願
、
第
十
一
願
、
第
二
十
二
願
を
引
い
て
こ
れ
を
証
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
ま
ず
、
願
生
者
が
塗
に
往
生
す
る
こ
緬
及
び
塗
で
正
定
聚
に
住
し
て
必
ず
婆
に
至
っ
て
諸
の
廻
伏
の
篆
な
翰
・
常
倫
諸
地
の
行
を
超
出
㊥
し
て
現
前
に
普
賢
の
徳
を
修
習
す
る
こ
と
、
即
ち
願
生
者
が
浄
土
往
生
を
通
じ
て
浄
土
の
衆
生
と
な
り
、
自
己
の
自
利
利
他
行
を
完
成
し
て
い
く
過
程
が
一
貫
し
て
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
に
基
づ
い
て
い
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
そ
し
て
こ
の
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
と
は
「
凡
是
.
懲
コ,彼
.浄
土
一[及
彼
,
菩
薩
人
天
,所
起
.諸
征
㌔
皆
繍
勃阿
弥
陀
如
来
,本
願
力
一故
叱
何
以
.言
レ
之
吻
若
あ
ひ
仏
力
鴫
四
十
八
願
レ
ニ
ナ
ラ
ン
便
是
徒
設
。」
と
述
べ
ら
れ
る
ご
と
く
、
阿
弥
陀
仏
因
位
の
四
十
八
願
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
点
を
も
と
に
し
て
自
利
利
他
の
内
、
特
に
利
他
を
問
題
と
し
、
浄
土
の
衆
生
が
行
な
う
利
他
行
は
阿
弥
陀
仏
が
増
上
縁
と
し
て
浄
土
の
衆
生
に
働
き
か
け
る
の
で
あ
る
か
ら
、
阿
弥
陀
仏
の
立
場
か
ら
は
「利
他
」
で
あ
る
が
、
浄
土
の
衆
生
の
立
場
か
ら
は
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
を
予
想
し
得
て
こ
れ
が
可
能
で
あ
る
た
め
に
「他
利
」
と
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
浄
土
の
衆
生
が
行
な
う
利
他
行
に
関
し
、
曇
鸞
は
そ
の
主
体
を
問
題
と
し
、
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
が
存
在
す
る
事
実
に
よ
っ
て
、
こ
こ
に
浄
土
の
衆
生
と
云
う
主
体
と
阿
弥
陀
仏
と
云
う
主
体
の
両
者
を
見
出
し
、
か
か
る
両
者
に
よ
っ
て
こ
れ
が
構
成
さ
れ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
従
っ
て
浄
土
の
衆
生
の
利
他
行
は
彼
達
自
身
の
利
他
行
(「
他
利
」)
で
あ
る
と
共
に
、
阿
弥
陀
仏
の
利
他
行
(「利
他
」)
で
も
あ
る
と
云
う
主
体
の
二
重
的
即
一
性
が
存
在
す
る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
考
え
る
な
ら
ば
、
浄
土
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
の
巧
方
便
廻
向
は
阿
弥
陀
仏
の
増
上
縁
に
基
づ
く
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
は
浄
土
の
菩
薩
が
表
に
あ
り
阿
弥
陀
仏
が
裏
に
あ
る
主
体
の
二
重
的
即
一
性
と
、
浄
土
の
菩
薩
の
自
利
利
他
の
即
一
的
双
運
行
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
さ
ら
に
こ
の
こ
と
は
、
一
方
に
お
い
て
菩
薩
と
し
て
一
切
衆
生
が
成
仏
す
る
ま
で
は
自
身
も
成
仏
し
な
い
と
誓
い
な
が
ら
既
に
成
仏
し
た
阿
弥
陀
仏
が
、
他
方
に
お
い
て
は
浄
土
の
菩
薩
を
通
じ
て
自
己
の
利
他
行
を
行
な
っ
て
い
る
と
も
云
え
よ
う
。
即
ち
浄
土
の
菩
薩
が
三
種
二
十
九
句
荘
厳
功
徳
に
お
い
て
、
そ
の
ひ
と
つ
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
⑲
る
時
、
そ
の
菩
薩
そ
の
も
の
も
阿
弥
陀
仏
の
利
他
と
し
て
の
働
き
を
担
う
こ
と
と
な
る
と
も
云
え
よ
う
。
以
上
の
よ
う
な
理
解
に
基
づ
い
て
曇
鸞
は
菩
薩
の
巧
方
便
廻
向
を
捕
え
て
い
る
と
云
え
る
。
『往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
六
五
佛
数
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
六
十
以
上
の
考
察
で
明
ら
か
に
な
っ
た
ご
と
く
、
曇
鸞
は
善
巧
摂
化
に
お
い
て
浄
土
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
が
還
相
廻
向
で
あ
る
巧
方
便
ス
ル
ニ
ヲ
ノ
ニ
ト
廻
向
を
行
な
う
こ
と
を
述
べ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
善
巧
摂
化
に
「案
二
王
舎
城
所
説
無
量
寿
経
唖
三
輩
生
中
雖
三
行
有
二
優
シ
と
オ
コ
ヲ
劣
↓
莫
レ不
三
皆
発
二無
上
菩
提
之
心
ご
と
述
べ
、
『無
量
寿
経
』
三
輩
往
生
文
の
発
菩
提
心
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
曇
鸞
は
こ
れ
に
続
い
て
菩
提
心
を
説
明
し
て
、
ノ
ろ
此
無
上
菩
提
心
即
是
願
作
仏
心
。
ノ
　
願
作
仏
心
即
是
度
衆
生
心
。
ノ
ト
ハ
メ
ヲ
セシ
ムル
ノ
昌
乙⑭
度
衆
生
心
即
摂
二取
衆
生
一生
二
有
仏
国
土
一心
。
と
述
べ
、
菩
提
心
を
願
作
仏
心
及
び
度
衆
生
心
の
シ
ノ
ニ
ム
と
し
て
い
る
。
こ
れ
は
一
般
に
菩
提
心
が
自
利
利
他
の
両
面
を
有
す
る
心
と
さ
れ
る
点
に
基
づ
き
、
願
作
仏
心
に
よ
っ
て
自
利
面
を
、
度
衆
生
心
に
よ
っ
て
利
他
面
を
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
箇
所
の
ハ
ヲ
ス
ル
コ
記
述
は
前
述
の
ご
と
く
浄
入
願
心
に
お
い
て
「菩
薩
、
若
不
レ
知
二広
略
相
入
↓
則
不
レ能
二自
利
利
他
ご
と
述
べ
ら
れ
、
広
略
(即
ち
実
相
)
を
知
れ
ぽ
菩
薩
は
自
利
利
他
を
行
な
う
こ
と
が
可
能
で
あ
る
と
さ
れ
る
点
に
基
づ
い
た
も
の
で
あ
る
。
即
ち
今
こ
の
菩
提
心
を
述
べ
る
善
巧
摂
化
が
広
略
相
入
を
知
り
得
た
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
こ
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
が
行
な
う
巧
方
便
廻
向
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
か
ら
、
右
の
浄
入
願
心
の
記
述
を
受
け
て
こ
こ
に
浄
入
願
心
で
示
し
た
自
利
利
他
を
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
と
し
て
具
体
的
に
開
示
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
そ
し
て
か
か
る
自
利
利
他
が
即
一
的
双
運
の
関
係
に
あ
る
点
は
、
前
述
の
ご
と
く
利
行
満
足
に
お
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
メ
ヲ
セ
シ
ム
ル
ノ
ニ
ご
こ
の
度
衆
生
心
を
曇
鸞
は
さ
ら
に
「
摂
二取
衆
生
一生
二
有
仏
国
土
一心
」
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
所
化
の
対
象
で
あ
る
「衆
生
L
が
有
仏
の
国
土
に
存
在
せ
ず
、
無
仏
の
国
土
に
存
在
し
て
い
る
こ
と
、
即
ち
所
化
の
対
象
が
無
仏
の
国
土
の
「
衆
生
」
で
あ
る
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
こ
の
文
が
浄
土
の
柔
軟
心
成
就
の
菩
薩
が
行
な
う
還
相
廻
向
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
は
先
の
考
察
を
通
じ
て
明
白
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
浄
土
の
菩
薩
の
還
相
廻
向
が
主
に
無
仏
の
国
土
の
衆
生
を
対
象
と
し
て
行
な
わ
れ
る
べ
き
こ
と
を
予
想
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
点
は
『
論
註
』
巻
上
、
開
巻
初
頭
の
前
述
の
文
に
お
い
て
、
『論
註
』
撰
述
の
根
本
課
題
を
無
仏
の
時
に
お
け
る
阿
毘
跋
致
の
獲
得
と
宣
揚
し
た
点
と
密
接
な
関
係
が
あ
る
と
云
え
る
が
、
か
か
る
問
題
は
本
稿
で
メ
ヲ
セ
シ
ム
ル
ニ
　
は
立
ち
入
ら
ず
に
お
く
こ
と
と
す
る
。
こ
の
「
摂
二取
衆
生
一生
二
有
仏
国
土
一心
。」
の
文
に
続
い
て
、
こ
れ
を
具
体
的
に
前
述
の
こ
ト
ノ
ニ
ス
ル
ニ
ノ
ヲ
タ
ツ
ヲ
ニ
ク
ト
ハ
ト
ク
ス
メ
ヲ
と
く
「
巧
方
便
者
(
中
略
)
以
下
後
二
其
身
一
而
身
先
上
故
、
名
二
巧
方
便
⑩
此
中
、
言
二
方
便
一者
、
謂
作
下
願
摂
二
取
一
切
衆
生
↓
ヲ
ク
セ
ン
ト
ノ
ニ
共
同
生
中
彼
安
楽
仏
国
上。」
と
述
べ
、
衆
生
に
往
相
廻
向
せ
し
め
る
こ
と
が
巧
方
便
廻
向
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
還
相
廻
向
も
往
相
廻
向
と
同
様
、
阿
弥
陀
仏
の
浄
土
と
そ
こ
へ
の
往
生
と
云
う
具
体
的
方
法
、
即
ち
衆
生
を
往
相
廻
向
せ
し
め
る
と
云
う
レ
ス
ル
ト
ノ
ニ
ノ
ノ
ノ
方
法
が
選
取
さ
れ
て
い
る
と
云
う
こ
と
は
、
前
述
の
ご
と
く
利
行
満
足
に
お
い
て
「
凡
是
生
二
彼
浄
土
一及
彼
菩
薩
人
天
所
起
諸
ト
ハ
ル
カ
ノ
ニ
こ
行
、
皆
縁
二
阿
弥
陀
如
来
本
願
力
一故
。」
と
述
べ
ら
れ
、
三
願
的
証
が
な
さ
れ
る
ご
と
く
、
か
か
る
選
取
そ
の
も
の
が
根
元
的
に
は
す
　
べ
て
阿
弥
陀
仏
の
本
願
力
、
即
ち
阿
弥
陀
仏
の
選
取
に
か
か
る
も
の
で
あ
る
か
ら
と
云
う
点
に
よ
っ
て
説
明
さ
れ
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
前
述
の
ご
と
く
還
相
廻
向
の
主
体
が
浄
土
の
菩
薩
と
阿
弥
陀
仏
と
の
両
者
で
あ
る
と
云
う
、
主
体
の
二
重
的
却
一
性
が
指
摘
さ
れ
る
。
十
一
右
の
善
巧
摂
化
の
菩
提
心
の
説
明
に
続
い
て
曇
鸞
は
菩
提
心
を
発
す
べ
き
こ
と
を
、
ス
ル
セ
ン
ト
ノ
ニ
ハ
ス
ノ
ヲ
ノ
ノ
ヲ
テ
ノ
ノ
ナ
ル
ヲ
ノ
ノ
願
レ
生
二
彼
安
楽
浄
土
一者
、
要
発
二
無
上
菩
提
心
一
也
。
若
人
不
レ
発
二
無
上
菩
提
心
↓
但
レ
聞
二
彼
国
土
受
楽
無
間
、
為
レ
楽
昌
セ
ハ
セ
ン
ト
ニ
ル
ヲ
⑭
故
願
レ
生
、
亦
当
レ
不
レ
得
二
往
生
一也
。
『
往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
六
七
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
六
八
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
文
相
の
上
か
ら
は
一
見
、
浄
土
の
願
生
に
際
し
て
発
菩
提
心
が
要
求
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
今
ま
で
の
考
察
に
お
い
て
明
ら
か
な
ご
と
く
、
善
巧
摂
化
が
浄
土
の
菩
薩
の
還
相
廻
向
を
述
べ
る
箇
所
で
あ
る
点
に
お
い
て
、
か
か
る
場
所
に
至
っ
て
初
め
て
願
生
に
際
し
て
発
菩
提
心
を
要
求
す
る
記
述
が
な
さ
れ
た
と
云
う
こ
と
に
不
自
然
さ
を
感
じ
る
。
先
の
考
察
の
ご
と
く
、
菩
提
心
は
願
作
仏
心
・
度
衆
生
心
と
云
う
自
利
・
利
他
に
よ
り
構
成
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
先
に
考
察
し
た
往
還
二
廻
向
を
こ
の
自
利
・
利
他
と
云
う
視
点
に
お
い
て
考
え
る
な
ら
ぽ
、
往
相
廻
向
で
は
自
己
の
願
生
と
云
う
目
的
が
自
利
面
に
、
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
云
う
方
法
が
利
他
面
に
相
当
し
、
還
相
廻
向
で
は
成
仏
を
志
向
す
る
と
云
う
目
的
が
自
利
面
に
、
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
願
生
さ
せ
る
と
云
う
方
法
が
利
他
面
に
相
当
す
る
と
云
え
よ
う
。
し
か
し
先
述
の
ご
と
く
往
相
廻
向
で
は
往
生
と
云
う
眼
前
の
目
的
が
強
調
さ
れ
る
た
め
に
、
成
仏
と
云
う
究
極
の
目
的
が
そ
の
背
後
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
従
っ
て
曇
鸞
が
菩
提
心
の
自
利
面
に
関
し
て
、
そ
れ
を
願
作
仏
心
と
云
う
成
仏
を
志
向
す
る
も
の
と
し
て
捕
え
る
時
、
こ
の
菩
提
心
は
成
仏
を
志
向
す
る
と
云
う
点
に
お
い
て
還
相
廻
向
と
直
接
係
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
ま
た
往
相
廻
向
で
は
、
そ
の
利
他
面
は
先
述
の
ご
と
く
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
の
み
記
し
て
消
極
的
な
も
の
で
あ
る
の
に
対
し
、
還
相
廻
向
は
こ
れ
を
一
切
衆
生
を
教
化
し
て
願
生
さ
せ
る
と
云
う
積
極
的
な
展
開
に
お
い
て
示
し
て
い
る
。
従
っ
て
菩
提
心
の
利
他
面
で
あ
る
度
衆
生
心
が
積
極
的
に
展
開
す
る
の
は
還
相
廻
向
で
あ
り
、
菩
提
心
が
積
極
的
に
展
開
さ
れ
る
と
云
う
点
に
お
い
て
還
相
廻
向
と
直
接
係
わ
っ
て
く
る
も
の
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
自
利
・
利
他
両
面
に
お
い
て
菩
提
心
と
直
接
係
わ
る
の
は
還
相
廻
向
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
ま
た
願
生
者
を
下
品
下
生
の
ご
と
き
低
い
機
根
に
よ
っ
て
捕
え
よ
う
と
す
る
傾
向
の
あ
る
曇
鸞
に
お
い
て
、
菩
提
心
の
積
極
的
展
開
を
往
相
廻
向
に
求
め
て
い
る
と
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
以
上
よ
り
し
て
菩
提
心
が
直
接
問
題
と
さ
れ
る
の
は
還
相
廻
向
に
お
い
て
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
従
っ
て
曇
鸞
は
還
相
廻
向
を
述
べ
る
善
巧
摂
化
に
お
い
て
初
め
て
菩
提
心
を
問
題
と
し
て
取
り
上
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
発
菩
提
心
の
実
質
的
な
要
求
を
往
生
後
の
浄
土
に
お
い
て
還
相
廻
向
が
行
な
わ
れ
る
前
、
即
ち
方
便
力
の
成
就
に
お
い
て
捕
え
て
い
た
と
云
え
よ
う
。
そ
し
て
往
相
廻
向
に
お
い
て
は
発
菩
提
心
を
直
接
要
求
せ
ず
、
単
に
願
生
及
び
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
の
み
消
極
的
に
記
す
に
止
め
た
と
考
え
ら
れ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
往
相
廻
向
に
お
い
て
発
菩
提
心
が
直
接
要
求
さ
れ
な
く
と
も
、
衆
生
が
往
生
し
た
な
ら
ば
菩
提
心
が
仏
力
に
よ
っ
て
生
じ
さ
せ
ら
れ
る
と
曇
鸞
は
考
え
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
即
ち
『論
註
』
巻
下
、
触
功
徳
に
は
浄
土
の
宝
性
功
徳
草
に
つ
い
て
、
此
置
道
.事
・
旦
愛
鮭
(中
略
)
有
二
菩
薩
孛
藁
作
診
容
端
喝
生
人
.
染
覧
経
言
・
戮
之
.覧
或
.生
天
三
ハ
ス
ト
ヲ
⑰
或
発
二
菩
提
心
⑩
と
述
べ
、
こ
の
草
に
触
れ
る
と
菩
提
心
を
発
す
と
し
て
い
る
。
ま
た
声
聞
に
関
し
て
『
論
註
』
巻
上
、
大
義
門
功
徳
に
、
声
既
以
羹
監
為
註
諾
.不
レ応
一更
能
生
仏
道
.根
葬
而
。仏
以
二本
願
不
可
思
議
.
神
力
壇
摂
.令
星
獲
必
当
窗
ヲ
セ
シ
ム
ノ
ヲ
下
ヲ
メ
セ
ヲ
㊥
以
二
神
力
↓
生
中
其
無
上
道
心
上
。
(
中
略
)
仏
能
使
三
声
聞
、
復
生
二
無
上
道
心
司
　
と
述
べ
ら
れ
、
無
上
道
心
、
即
ち
菩
提
心
な
き
声
聞
が
浄
土
で
仏
力
に
よ
っ
て
菩
提
心
を
生
じ
る
と
し
て
い
る
。
ま
た
観
行
体
相
で
は
菩
薩
・
於
二
七
地
.虫
得
夫
寂
塾
上
、
不
覧
二諸
仏
.
勇
求
・
下
、不
レ見
二衆
生
.
雜
奥
欲
郵
仏
眞
聾
、於
実
監
。
爾
,
蔑
若
恐
得
二+
方
諸
仏
.神
力
.加
虱
即
便
.滅
度
∀
与
三
乗
無
髫
、菩
薩
・
若
往
二
生
.
安
装
聾
.阿
弥
陀
仏
記
シ
ノ
⑳
無
二
此
難
の
と
述
べ
、
さ
ら
に
『
論
註
』
巻
下
、
主
功
徳
に
タ
ヒ
メ
ニ
ニ
ス
レ
ハ
メ
ニ
セ
ン
ト
ヲ
テ
ノ
ヲ
テ
ニ
ス
ル
コ
ヲ
ス
ト
ノ
若
人
、
一
生
二
安
楽
浄
土
↓
後
時
、
意
願
下
生
三
二
界
一教
中
化
衆
生
上
、
捨
二
浄
土
命
↓
随
レ
願
得
レ
生
。
雖
レ
生
二
三
界
雑
生
ノ
ニ
ノ
メ
ヲ
ノ
ニ
ノ
ル
ヲ
ノ
ヲ
ニ
@
水
火
中
↓
無
上
菩
提
種
子
、
畢
竟
不
レ朽
。
何
以
故
。
以
レ逕
二
正
覚
阿
弥
陀
善
住
持
一故
。
と
述
べ
、
菩
提
心
が
浄
土
で
は
不
朽
で
あ
る
と
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
に
お
い
て
菩
提
心
が
生
じ
さ
せ
ら
れ
、
ま
た
浄
土
で
は
菩
提
心
が
不
朽
で
あ
る
と
云
う
考
え
を
有
す
る
曇
鸞
に
と
っ
て
は
、
願
生
に
際
し
て
あ
え
て
発
菩
提
心
を
直
接
要
求
す
る
必
要
性
が
な
『
往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
六
九
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
七
〇
か
っ
た
と
云
え
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
結
論
こ
の
よ
う
に
『論
註
』
で
は
菩
提
心
が
浄
土
に
お
い
て
仏
力
に
よ
り
生
ぜ
ら
れ
る
と
云
う
見
解
を
示
し
、
ま
た
菩
提
心
の
積
極
的
展
開
を
還
相
廻
向
に
て
捕
え
る
こ
と
に
よ
り
、
願
生
に
際
し
て
の
利
他
面
を
自
己
の
功
徳
を
衆
生
に
施
す
と
云
う
消
極
的
表
現
に
止
め
て
、
願
生
に
際
し
て
の
発
菩
提
心
を
直
接
積
極
的
に
は
要
求
し
な
い
。
言
い
換
え
れ
ば
、
こ
れ
に
よ
っ
て
『
論
』
そ
の
も
の
が
願
生
者
を
五
念
門
が
修
す
る
こ
と
の
可
能
な
高
い
機
根
と
し
て
捕
え
る
の
に
対
し
て
、
『論
註
』
が
願
生
者
を
下
品
下
生
と
云
う
低
い
機
根
を
中
心
と
し
て
捕
、兇
る
こ
と
(
こ
こ
に
現
実
の
衆
生
を
見
出
し
て
い
た
。)
に
よ
り
生
じ
た
、
願
生
者
の
機
根
に
つ
い
て
の
『論
』
と
の
相
違
と
密
接
に
係
わ
る
願
生
に
際
し
て
の
発
菩
提
心
の
問
題
を
解
決
し
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
従
っ
て
善
巧
摂
化
に
お
い
て
曇
鸞
が
『
無
量
寿
経
』
三
輩
往
生
文
の
発
菩
提
心
を
依
用
し
た
意
図
は
、
発
菩
提
心
を
願
生
者
に
積
極
的
に
要
求
し
た
の
で
は
な
く
、
浄
土
往
生
後
に
還
相
廻
向
と
し
て
積
極
的
な
利
他
が
展
開
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
の
見
解
に
お
い
て
、
こ
の
利
他
を
な
す
菩
提
心
が
還
相
廻
向
を
行
な
う
に
先
立
っ
て
要
求
さ
れ
る
と
い
う
点
を
闡
明
す
る
た
め
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
即
ち
曇
鸞
の
発
菩
提
心
の
実
質
的
要
求
は
願
生
に
際
し
て
で
は
な
く
、
還
相
廻
向
と
し
て
の
巧
方
便
廻
向
に
際
し
て
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
云
い
換
え
る
な
ら
ば
、
往
相
廻
向
に
お
い
て
は
浄
土
へ
の
往
生
と
云
う
眼
前
の
目
的
が
表
面
化
し
、
成
仏
と
云
う
究
極
の
目
的
が
そ
の
背
後
と
な
っ
た
の
と
同
様
、
往
相
廻
向
に
際
し
て
の
発
菩
提
心
の
要
求
は
、
名
号
の
称
名
・
憶
念
の
如
実
修
行
を
内
容
づ
け
る
ハ
レ
レ
ト⑫
⑱
「
知
二如
来
是
実
相
身
是
為
物
身
一」
及
び
信
心
の
「淳
」
・
コ
」
・
「
相
続
」
の
問
題
の
背
後
に
な
っ
て
い
る
と
も
云
え
る
か
も
知
れ
な
い
。
し
か
し
こ
れ
は
「信
」
の
考
察
を
通
じ
て
論
及
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
本
稿
で
は
こ
の
点
へ
の
言
及
は
さ
し
ひ
か
え
、
別
稿
を
期
し
た
い
。
ノ
ヲ
ニ
ル
ヲ
な
お
先
述
の
善
巧
摂
化
に
「若
人
不
レ発
二無
上
菩
提
心
一
(中
略
)
亦
当
レ不
レ得
二
往
生
一也
。」
と
あ
る
の
は
、
曇
鸞
当
時
に
お
い
て
貧
欲
に
基
づ
く
鑒
者
が
存
在
し
た
た
め
陶
・
か
か
る
者
へ
の
警
告
で
あ
る
と
推
定
さ
れ
る
・
即
ち
塗
と
は
自
己
の
み
の
警
受
け
る
場
で
は
な
く
、
積
極
的
に
自
利
利
他
が
展
開
さ
れ
る
場
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
曇
鸞
当
時
に
貧
欲
に
基
づ
く
願
生
者
が
存
在
し
た
と
云
う
点
へ
の
史
料
的
考
察
も
別
の
機
会
と
し
た
い
。
こ
の
よ
う
に
浄
土
往
生
後
た
お
い
て
積
極
的
に
自
利
利
他
の
展
開
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
闡
明
す
る
た
め
に
菩
提
心
を
強
調
す
る
曇
鸞
の
姿
勢
は
、
彼
が
修
学
し
、
ま
た
『
論
註
』
に
も
多
引
さ
れ
る
『
大
智
度
論
』
等
が
菩
薩
行
に
つ
い
て
多
く
の
記
述
を
な
し
て
い
る
点
と
深
く
係
る
も
の
で
あ
ろ
う
。
即
ち
曇
鸞
は
下
品
下
生
と
云
う
低
い
機
根
の
者
の
往
生
を
認
め
る
一
方
、
浄
土
で
の
還
相
廻
向
と
し
て
'
の
菩
薩
行
を
強
調
す
る
こ
と
に
よ
り
、
菩
薩
行
を
説
く
『
大
智
度
論
』
等
に
代
表
さ
れ
る
当
時
の
一
般
的
な
大
乗
仏
教
の
上
に
浄
土
教
を
位
置
づ
け
て
い
る
と
云
え
よ
う
。
こ
の
よ
う
に
曇
鸞
の
『
論
註
』
に
お
け
る
菩
提
心
の
強
調
は
、
曇
鸞
当
時
に
盛
行
し
て
い
た
『大
智
度
論
』
等
の
諸
経
論
が
多
く
菩
薩
行
を
説
い
て
い
る
と
云
う
点
に
そ
の
思
想
的
背
景
を
伺
う
こ
と
が
で
き
る
と
云
・兄
よ
う
。
註①
『
浄
全
』
一
・
二
五
一
下
～
二
五
二
上
②
『
浄
全
』
一
・
一
九
～
二
〇
③
『
浄
全
』
一
・
七
～
八
④
『
浄
全
』
丁
九
⑤
『
浄
全
』
一
・
七
⑥
『浄
全
』
一
二
九
⑦
梵
本
に
お
い
て
漢
訳
(支
婁
迦
讖
訳
)
の
「
発
菩
提
心
」
に
相
当
す
る
箇
所
は
中
・
下
輩
に
は
な
く
、
上
輩
に
お
い
て
「
覚
り
に
心
を
さ
し
向
け
」
と
藤
田
宏
達
氏
が
邦
訳
さ
れ
て
い
る
(
『
梵
文
『
往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
和
訳
無
量
寿
経
、
阿
弥
陀
経
』
一
〇
八
)
箇
所
で
あ
ろ
う
。
こ
れ
に
ょ
る
な
ら
ば
「
覚
り
に
心
を
さ
し
向
け
」
る
こ
と
は
阿
弥
陀
仏
を
思
念
し
て
願
生
す
る
上
で
の
必
要
条
件
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
⑧
『
浄
全
』
丁
二
三
七
下
⑨
『
浄
全
』
一
二
九
六
～
一
九
七
⑩
『
浄
全
』
一
二
二
九
上
⑪
同
右
⑫
同
右
⑬
『
浄
全
』
一
・
七
七
一
佛
教
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
⑭
『
浄
全
』
一
・
五
〇
⑮
『
浄
全
』
一
二
=
ご
四
下
⑯
『
浄
全
』
丁
二
三
四
下
～
二
三
五
下
⑰
「
外
凡
夫
」
を
十
信
と
す
る
点
は
、
竺
仏
念
訳
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
巻
上
に
「
過
外
一
切
凡
失
行
十
信
者
」
(
『
太
正
』
二
四
・
一
〇
一
二
上
)
、
「
十
住
以
前
一
切
凡
夫
法
中
発
三
菩
提
心
。
(
中
略
)
修
行
十
信
得
入
十
住
。」
(
同
上
、
一
〇
一
四
中
～
下
)
と
あ
り
、
十
信
を
過
外
凡
夫
、
凡
夫
と
す
る
か
ら
、
外
凡
夫
は
恐
ら
く
過
外
凡
夫
の
略
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
点
に
基
づ
く
。
望
月
信
享
氏
は
『
菩
薩
瓔
珞
本
業
経
』
二
巻
が
梁
以
前
の
偽
経
で
あ
る
と
判
じ
て
い
る
(
『
仏
教
経
典
成
立
史
論
』
四
七
一
～
四
八
四
)
が
、
そ
の
存
在
は
『
出
三
蔵
記
集
』
巻
第
四
の
失
訳
雑
録
(
『
大
正
』
五
、五
・
二
一
下
)
に
記
さ
れ
て
い
る
点
よ
り
し
て
、
恐
ら
く
は
曇
鸞
当
時
に
存
在
し
、
曇
鸞
が
「
外
凡
夫
」
と
記
し
た
影
響
を
探
る
上
で
唯
一
の
現
存
経
論
で
あ
る
と
云
え
よ
う
。
従
っ
て
現
時
点
で
は
「
外
凡
夫
」
を
十
信
と
考
え
て
よ
い
と
思
う
。
⑱
『
浄
信
』
一
・
二
四
五
下
⑲
『
浄
全
』
丁
二
四
五
上
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
四
五
下
～
二
四
六
上
ノ
⑳
こ
の
観
行
体
相
の
「
下
下
品
人
」
(
同
⑱
)
は
『
観
経
』
の
下
品
下
生
を
指
す
。
八
番
問
答
所
引
の
『
観
経
』
は
現
行
同
経
の
「
下
品
下
生
者
」
(
『
浄
全
』
一
・
五
〇
)
を
「
下
下
品
生
者
」
(
同
上
、
二
三
五
上
)
と
す
る
点
に
基
づ
く
。
七
二
㊧
『
浄
全
』
一
・
二
四
五
上
㊧
『
浄
全
』
一
・
二
五
〇
上
～
下
⑳
『
浄
全
』
丁
二
五
一
下
⑳
『
浄
全
』
一
・
一
九
六
～
一
九
七
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
五
一
下
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
四
〇
上
⑱
『
浄
全
』
一
・
一
九
六
～
一
九
七
⑳
同
右
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
四
六
上
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
五
一
下
⑫
象
所
三
垢
聾
此
荘
厳
清
浄
功
簿
者
・
見
～ぎ
見
鳥
虚
偽
相
・
レ
ノ
レ
ノ
ニ
ノ
是
輪
転
相
、
是
無
窮
相
、
(
下
略
)
。
(
巻
上
、
清
浄
功
徳
『
浄
全
』
一
・
二
二
二
下
)
ノ
ハ
シ
レ
ノ
ノ
と
テ
ル
ニ
ヲ
此
三
界
、
蓋
是
生
死
凡
夫
流
転
之
闇
宅
。
(中
略
)
統
而
観
レ之
、
シ
よ
ゴ
コ
ニ
莫
レ
非
二
有
漏
殉
(
下
略
)
。
(
同
右
『
浄
全
』
一
、
二
二
三
上
)
ソ
メ
ニ
ル
ノ
ノ
従
二
有
漏
心
一生
、
不
レ
順
二
法
性
哨
所
謂
凡
夫
人
天
諸
善
、
人
天
果
ハ
ハ
レ
　
　
報
。
若
因
、
若
果
、
皆
是
顛
倒
。
皆
是
虚
偽
。
(巻
上
、
造
論
意
趣
『
浄
全
』
一
・
二
二
二
上
)
㊥
『
浄
全
』
一
・
二
五
〇
下
⑭
『
浄
全
』
一
・
二
四
七
上
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
五
二
下
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
三
九
下
～
二
四
〇
上
⑰
『
浄
全
』
一
・
二
三
四
下
⑳
『
浄
全
』
一
・
一
九
三
w
r
;
Y
)
『
浄
全
』
一
・
二
五
二
上
⑳
「曇
鸞
の
五
念
門
釈
-
世
親
の
五
念
門
説
と
の
対
比
-
」
色
井
秀
譲
著
(
『
高
田
短
期
大
学
紀
要
』
一
・
一
〇
下
)
参
照
。
⑪
『
浄
全
』
一
・
二
五
二
上
⑫
本
節
は
⑳
の
色
井
氏
の
論
文
に
教
え
れ
ら
る
所
が
多
か
っ
た
。
⑬
『
浄
全
』
丁
二
五
二
上
⑭
『
浄
全
』
一
・
一
九
八
⑮
『
老
子
』
上
篇
、
第
七
章
に
「
天
長
地
久
。
天
地
所
以
能
長
且
久
老
。
以
其
不
自
生
。
故
能
長
生
。
是
以
聖
人
。
後
其
身
而
先
。
外
其
身
而
身
存
。
非
以
其
無
私
耶
。
故
能
成
其
私
。」
(傍
点
著
者
)
と
同
様
の
表
現
が
あ
る
。
『
大
乗
大
義
章
』
巻
上
、
「
次
問
真
法
身
寿
量
并
答
」
(
『
大
正
』
四
五
・
一
二
七
上
)
に
は
、
菩
薩
に
つ
い
て
、
不
二
得
不
三
成
正
覚
一菩
薩
有
三
一種
幻
一
者
功
徳
具
足
自
然
成
仏
。
如
二
一
切
菩
薩
相
初
発
心
時
皆
立
二
過
度
一言
。
我
当
γ
度
二
一
切
衆
生
刈
而
後
漸
漸
心
智
転
明
。
思
二
惟
寿
量
幻
無
レ
有
三
一
仏
能
度
二
一
切
衆
生
↓
以
レ
是
故
諸
仏
得
一二
切
智
幻
度
レ
可
レ
度
已
而
取
二
滅
度
鱒
我
亦
如
レ
是
。
二
者
或
有
二
菩
薩
↓
猶
在
二
肉
身
↓
思
惟
分
別
。
理
実
如
レ
此
。
必
不
レ
得
已
。
我
当
二
別
自
立
フ
願
。
久
住
二
世
間
相
広
与
二
衆
生
一為
ノ
縁
。
不
レ
得
二
成
仏
↓
譬
如
丙
有
人
。
知
下
一
切
世
間
皆
帰
二
無
常
幻
不
ノ
可
中
常
住
上
。
而
有
乙
修
二
習
寿
業
行
幻
住
二非
有
相
非
無
相
処
鱒
乃
至
八
万
劫
者
甲
。
又
阿
弥
陀
『
往
生
論
註
』
の
菩
提
心
に
つ
い
て
等
。
清
浄
仏
国
。
寿
命
無
量
。
と
あ
り
、
衆
生
の
救
い
得
る
も
の
の
み
を
救
っ
て
滅
度
に
入
ろ
う
と
す
る
も
の
と
、
久
し
く
世
間
に
住
し
て
衆
生
を
救
お
う
と
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
を
明
か
し
て
い
る
。
羅
什
は
後
者
に
お
い
て
浄
ハ
ニ
土
の
菩
薩
を
捕
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
曇
鸞
は
「
今
言
三速
ル
ト
ヲ
レ
ル
　
ヲ
得
二
阿
耨
多
羅
三
藐
三
菩
提
↓
是
得
二
早
作
仏
一也
。」
(
『
浄
全
』
一
・
二
五
五
上
)
と
述
べ
る
ご
と
く
、
衆
生
に
先
立
っ
て
成
仏
す
る
と
浄
土
の
菩
薩
を
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
⑯
『
浄
全
』
一
・
二
五
四
下
⑰
『
浄
全
』
一
・
二
五
四
下
～
二
五
五
上
⑱
『
浄
全
』
一
・
一
九
八
⑲
『
浄
全
』
一
・
二
五
五
上
～
下
ル
カ
ノ
ニ
ニ
ノ
ヲ
モ
テ
⑭
第
十
八
願
を
引
き
「
縁
二
仏
願
力
一
故
、
十
念
念
仏
便
得
二
往
ヲ生
舶
(
下
略
)
。」
(『
浄
全
』
一
・
二
五
五
下
)
ル
カ
ノ
ニ
ニ
ス
ニ
ス
ル
ガ
⑪
第
十
一
願
を
引
き
「
縁
二
仏
願
力
一故
、
住
二
正
定
聚
崎
住
二
正
定
ニ
ニ
テ
ニ
シ
ノ
ノ
聚
一故
、
必
至
二
滅
度
一無
二
諸
廻
伏
之
難
鱒
(
下
略
)
。」
(
『
浄
全
』
一
・
二
五
五
下
)
ル
カ
ノ
ニ
ニ
シ
ノ
⑫
第
二
十
二
願
を
引
き
「
縁
二
仏
願
力
一故
、
超
二
出
常
倫
諸
地
之
ヲ
ニ
ス
ヲ
行
↓
現
前
修
二習
普
賢
之
徳
刈
(
下
略
)
。
」
(
『
浄
全
』
一
二
一五
五
下
)
⑬
こ
の
点
に
関
し
て
幡
谷
明
氏
は
「
如
来
の
本
願
力
廻
向
と
菩
薩
の
本
願
力
廻
向
の
即
一
性
」
(
『浄
土
論
註
』
昭
和
五
十
五
年
度
安
居
次
講
一
四
九
)
と
述
べ
て
い
る
。
か
か
る
問
題
の
詳
細
な
考
七
三
佛
敏
大
學
大
學
院
研
究
紀
要
第
十
三
號
は
稿
を
改
め
て
別
の
機
会
と
し
た
い
。
⑭
『浄
全
』
一
・
二
五
一
下
⑮
『無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』
藤
堂
恭
俊
著
=
九
～
=
一〇
参
ノ
ハ
ノ
ニ
照
。
同
民
の
指
摘
の
他
に
「
如
レ
斯
浄
土
、
非
二
三
界
所
摂
刈
(中
シ
ノ
ノ
こ
ス
略
)
蓋
菩
薩
別
業
所
レ
致
耳
。」
(
巻
上
、
妙
声
功
徳
『
浄
全
』
一
ハ
レ
レ
ノ
ノ
ヨ
リ
シ
ノ
・
二
二
七
上
)
、
「安
楽
是
菩
薩
慈
悲
正
観
之
由
生
。
如
来
神
力
ノ
　
ル
本
願
之
所
μ
建
。
」
(
巻
上
、
清
浄
功
徳
『
浄
全
』
一
・
二
二
三
上
)
、
ハ
レ
ノ
ノ
ノ
ノ
「安
楽
浄
土
、
是
無
生
忍
菩
薩
浄
業
所
起
。
阿
弥
陀
如
来
法
王
所
こ領
。
」
(
巻
上
、
妙
色
功
徳
『
浄
全
』
一
・
二
二
五
上
)
が
指
摘
さ
れ
よ
う
。
⑯
『浄
全
』
一
・
二
五
一
下
～
二
五
二
上
⑰
『浄
全
』
一
・
二
四
二
上
凾
『
浄
全
』
一
・
二
二
九
上
～
下
ク
ノ
ノ
⑲
『
論
註
』
、
観
行
体
相
に
『
論
』
の
「
如
二
彼
摩
尼
如
意
宝
性
一相
ノ
ナ
ル
カ
ノ
似
相
対
法
故
。」
(
『
浄
全
』
一
・
一
九
三
)
を
注
釈
し
て
「
彼
ハ
テ
ノ
ノ
ヲ
ル
っ
ノ
ノ
ヲ
宝
但
能
与
二
衆
生
衣
食
等
願
噛
不
レ
能
レ
与
二
衆
生
無
上
道
願
ご
(
『
浄
全
』
一
・
二
四
〇
下
)
と
述
べ
、
摩
尼
宝
性
が
無
上
道
の
願
を
衆
生
に
与
え
な
い
と
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
浄
土
が
無
上
道
の
願
を
与
え
る
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。
徒
っ
て
こ
の
無
上
道
の
願
を
菩
提
心
と
考
え
る
な
ら
ば
、
浄
土
で
菩
提
心
が
生
ぜ
ら
れ
る
一
の
証
と
な
ろ
う
。
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
四
八
上
～
下
⑳
『
浄
全
』
一
・
二
四
三
下
～
二
四
四
上
七
四
⑫
『
浄
全
』
一
・
二
三
八
下
⑬
同
右
⑭
『
無
量
寿
経
論
註
の
研
究
』
藤
堂
恭
俊
著
一
六
～
一
八
参
照
。
⑮
浄
土
が
受
楽
無
間
で
あ
る
こ
と
は
善
巧
摂
化
以
外
に
、
『
論
註
』
ニ
ハ
リ
テ
モ
ル
コ
ヲ
シ
マ
巻
上
、
無
諸
難
功
徳
に
「
彼
有
レ
身
有
レ
心
、
而
受
レ楽
無
7
間
。」
(
『
浄
全
』
一
・
二
四
四
上
)
と
あ
る
。
し
か
し
浄
土
の
楽
と
は
、
名
義
摂
対
に
妙
楽
勝
真
心
の
「
楽
」
の
字
を
注
釈
し
て
「
三
者
法
蠡
角
楽
謄
。
識
智
慧
所
龜
。
此
、智
慧
所
麦
v
鶴
褻
仙
レ
リ
ノ
ハ
レ
お
ノ
ノ
ノ
ヲ
ス
ル
ヲ
ニ
ノ
ハ
功
徳
一起
。
(
中
略
)
妙
言
其
好
。
以
二此
楽
縁
レ
仏
生
一
故
。
勝
言
シ
ノ
ノ
ニ
勝
二
出
三
界
中
楽
嚇
(後
略
)
。」
(『
浄
全
』
一
・
二
五
三
下
)
と
述
べ
、
智
慧
所
生
で
あ
り
、
仏
を
縁
と
し
て
生
じ
た
三
界
の
楽
に
勝
出
し
た
楽
と
説
か
れ
て
い
る
も
の
と
同
一
の
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
従
っ
て
貪
欲
所
求
の
楽
と
浄
土
の
楽
と
は
質
的
に
相
違
す
る
と
云
え
よ
う
。
※
拙
稿
「
『
論
註
』
に
お
け
る
菩
提
心
に
つ
い
て
」
(
『
仏
教
論
叢
』
ス
ル
セ
ン
ト
ノ
ニ
ハ
ス
第
二
八
号
)
に
お
い
て
、
「
願
γ
生
二
彼
安
楽
浄
土
一者
、
要
発
二
無
ノ
ヲ
上
菩
提
心
一也
。」
(
『
浄
全
』
一
・
二
五
一
下
～
二
五
二
上
)
な
る
文
を
「
無
三
宝
処
の
衆
生
に
対
し
て
巧
方
便
廻
向
の
菩
薩
が
示
す
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。」
(
三
九
下
)
と
述
べ
た
が
、
『
論
註
』
で
こ
れ
を
積
極
的
に
証
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
、
本
稿
の
結
論
を
も
っ
て
訂
正
し
て
お
き
た
い
。
先
学
諸
氏
の
御
指
導
、
御
批
判
を
い
た
だ
け
れ
ぽ
幸
い
で
あ
る
。
(
文
学
部
研
究
科
博
士
後
期
課
程
・
仏
教
学
専
攻
)
